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◎コメンテーター 

横山 葵 氏（NPO法人「人と自然とまちづくりと」理事長）  

[プロフィール] 

ＮＰＯ法人「人と自然とまちづくりと」理事長、琵琶湖・淀川流域圏連携交流

会事務局長、(有)エイライン代表取締役。技術士（総合技術監理、都市及び地

方計画／道路）。 

人と自然が、人と人が心豊かに共存できるまちづくりを軸に、環境の創造・再

生を行う活動と共に、まちづくりや環境団体の活動促進やネットワーク・交流

の企画、コーディネート、行政との橋渡しなどを行っている。 

また、地域が元気になる為に地域の食材をプロデュースし、地域の情報と共に

首都圏を中心とした食材の販路拡大の実践も手がけている。 



 

地域資源活用分科会 

自由討論・意見交換記録 

はじめに 

コメンテーター 横山氏 

こんにちは。こちらは地域資源活用の分科会と

いうことで、今日、基調講演の先生方も、資源の

ことについて、いろいろお話しされたかと思うん

ですが、そういう宝を探して、磨いてらっしゃっ

た皆さんの、いろんな角度のお話を今日は聞ける

ことを楽しみにしております。 

 

山南町の恐竜化石を活かしたまちづくり 

兵庫県丹波市・かみくげ恐竜の里づくり協議会 

事務局長 村上氏 

横山氏：たった 5 年 6 年で、事業としても成立

させるような筋道も作られている。それと経験

についても、恐竜を探すという環境も、そこへ

来れば体験できるっていうようなことまで考

えられている。このようなアイディアはどのよ

うに出されたんですか。 

Ａ：私は、普通のサラリーマンだったので、偶然

見つけた。日本で、恐竜の化石を見つけるのは、

ほとんど偶然、奇遇で見つかるもので、研究者

が見つけたりということはほとんどないんで

す。化石が出て来たことをきっかけに、恐竜を

ベースにして、その枝葉を伸ばしてまちづくり

ということをやっているわけです。私も、発見

したときの興奮とかいったことを詞にため、詠

いまして、それに曲付けし、子どもたちが歌っ

ています。また、この大きな恐竜に、子どもが

背中に乗って行ったらどうなるか、恐竜が子ど

もに恐竜の世界を案内してやって、そこで環境

の問題とか、命が今の現在までつながっている

というところに、環境問題の大事さとか、命の

大切さといったことを絵本にしたりと、恐竜を

ベースにしていろんなところに枝葉を伸ばし

ていってやっています。今は、全国にはないと

思いますが、恐竜太鼓っていう鹿の皮をなめし

て作る太鼓をベースに作曲家に曲作りを頼ん

でます。これからの地域の文化として創生して、

これから継承していこうと思って、今取り組ん

でいます。 

Ｑ：事業内容のところで、販売と書いてあるんで

すけど、どれぐらいの事業費用なんですか？ 

Ａ：今のこところは、集客という面からしたら、

土日祝日しかオープンできないです。今年は、

500 万ぐらいの規模。これからいろんなこと

を加味していきながら、売上を伸ばして地域貢

献していきたいと思っています。 

Ｑ：先ほど、建屋だけ、市の助成があるというこ

とを説明されたが、運営費について市の関与は

どの程度ある？ 

Ａ：運営は私たちがやる。市は、空き駐車場を買

い取ってくれたり、そこからトイレを作ってく

れたりします。展示施設とか、化石の発見棟の

建屋は、私たち、作っています。恐竜のバッチ、

は市長から全部、市役所の要職にある方は、皆

さん付けてくれています。 

 

歴史遺産「石山貝塚、蛍谷貝塚、粟津湖底貝

塚」など日本最大淡水貝塚の常設展示館（仮称

石山貝塚ミユージアム）開設への取り組みにつ

いて 

石山観光協会事務局 ガイド担当 谷村氏 

Ｑ：ミュージアムが、近くにできる段取りはでき

ておられるのですか？ 

Ａ：石山観光会館という建物が、ちょっと 2 階

のデッキがあり、そこを活用して、昨年使った

状態のパネル展示は行っています。観光という

ことで、石山寺の跡ですが、たくさんの人たち

が来られます。観光案内所も兼ねている。一昨

年、国から視察に来られ、あんまり周知されて

いませんよねっていう話になり、とりあえずそ

こから手がけるということで、動きが始まった。 

 

地域資源～「菊炭」を活かした伝統文化と次世

代に伝える活動・展開～ 

ＮＰＯ法人シニア自然大学校 理事 堤氏 

Ｑ：後継者の育成で何が一番問題ですか。 

Ａ：炭だけの生産ですので、それだけでは生活で

きません。炭を焼くっていうのは、だいたい冬

場のお仕事で、夏は農作業をやり、冬場の農閑

期に炭を焼くという昔ながらのハイブリット

な生活をしていかないと非常に難しいです。現

実に今、池田炭をやられてる方が 3 ヵ所いる

んですが、3名人いるんですが、それぞれ農業

と炭をやっています。 



 

Ｑ：その炭は、売り先はあるんですか？需要はあ

るんですか？ 

Ａ：売り先は、NPOとしていろいろ開拓してお

ります。お茶業界はかなり古い業界ですが、

NPOだからそんなに PRをしないんですけど、

口コミで、年間50万ぐらい買っていただいて

います。池田炭加工所というところも持ってお

り、加工製品を開発している。また、ホームペ

ージに載せているが、水の浄化とか、脱臭材。

それと、炭の美しさを皆さんに知っていただく、

そのようなことも、年間100万ぐらい売り上

げています。 

Ｑ：普通の炭じゃなくて、菊炭（化粧炭）だから

潰したりとか、最近、日本のデザインっていう

のも、すごくもてはやされてきてるじゃないで

すか。 

Ａ：海外でも、ドイツあたりでは、菊炭っていう

のは非常に有名です。ドイツ人は、日本文化に

ついてよく知っている人が多い。大阪へ行った

とき、大阪城に行って菊炭持って行ったら、す

ぐドイツ人は寄って来ます。ヨーロッパ系は伝

統的なものは強いです。 

 

大鳥圭介没後 100年を活用した地域づくり 

兵庫県 上郡町 産業振興課 木村氏 

横山氏：町の人がアニメーションの声とかに登場

していて、さらにそれを皆さんで見る、周りの

人とかにも言いたくなる。それはなかなか楽し

いことです。引き続き事業をしても、皆さんや

っぱりそのために協力していきやすいような

きっかけ作りにすごくうまく活用できるんじ

ゃないかなというふうに思ったんですけど、こ

ういうアイディアっていうのはどこから生ま

れてきたんですか。 

Ａ：アニメーターの方が帰省されているときにお

会いしまして、ケーブルテレビを町で始めるこ

とになり、アニメを作れるんじゃないかなとい

う話から、アニメーターの友達が友達を呼んで、

背景画などは町内在住の主婦や、画を描くのが

上手な人がやったり、芸大を出てる人とかがお

り、今はインターネットで背景画も全部送って

いただけるので、それを当てはめたんです。主

題歌のほうも役場の職員がバンドをしていま

して、その者が作詞作曲して、流れております。 

横山氏：地域の情報発信版に替えることもできま

すよね。たとえば、防災の訓練がいついつあり

ますみたいな話も、この番組のときにテロップ

が流れると、前後にあるとか言ったら、必ず見

ているから、そういう仕掛けとして面白い形に

なります。なんか、理論が先にあるのではなく

て、楽しみが先にあって、実はいろんなことに

広がるよねっていう仕掛けになっていて、面白

いなと思った。行政がこの時代に、これだけち

ゃんと町のほうにお金だとかいろんなことを、

町の人もたぶんいろいろ出されているんだと

思うんですけど、やられるというのは、なかな

か見当たらない。 

Ａ：やはり行政がバックアップしないと、規模が

大きい場合は、自主財源の確保に困る。これか

らは本当に地域づくりは、みんなで力を合わせ

ること。アイディアはあるが、仕事に就けてい

ない人もたくさんいる中で、本当にどうやって

まちづくりをするのか、真剣に考えなければな

らない。 

 

自由討議・意見交換 

Ｑ：上郡町の人口はどれぐらい？主要産業は？大

鳥圭介のほかに観光資源は？ 

Ａ：人口は、1 万 7 千人弱。観光という目玉は

そんなになく、自然を生かした体験型の観光を

やっている。観光客が集まっているのは、赤松

円心や大鳥圭介などの歴史資源で、体験型の農

業であったり、桜や梅の咲くころなど自然に誘

導する観光を進めている。 

Ｑ：地方財政が厳しい環境で、これだけの資源を

投資した状態で問題になりませんでしたか？ 

Ａ：一番最初に問題が上がったのは、建物が老朽

化していること。それから大鳥圭介を取り上げ

ていても、あまりにも粗末に扱っているのでは

ないかっていう声がありました。やはり、40

年前ぐらいまでは、役場の前に銅像が建てられ

たりしていたが、生誕地整備の要望があり調べ

てみると、没後100年でこれを逃していけな

いと思った。それまでにやっぱり地元の方が、

いろいろ情報発信をされていた。それと、ケー

ブルテレビ事業っていう町の課題がありまし

た。生誕地の建物を改修するのには兵庫県の補

助金と寄付金などで賄った。 

横山氏：行政もそういう形でいろんな情報を集め

て、知恵を働かせている。 

Ｑ：入館するため維持管理するのはどうしていま

すか？維持するのも大変なことだと思う。 

Ａ：現在は、ふれあい喫茶という喫茶店をやって

います。なかなか継続しないといけないので第

１と第 3 の日曜日午前中ということに限定を

して、すべて自治会経営の担当で、5つの自治

会で今ずっと持ち回りをしている。年間での売

り上げは 10 万円行くか行かないか程度です。



 

不足分は、自治会が負担している。 

Ｑ：かみくげ恐竜の里の運営はどのようにしてい

るのか。 

Ａ：兵庫県に貴重な資源が出て来たということで、

県がバックアップ、応援してくれいる。国から

の補助金とか交付金とかいったことも調べて

支援してくれている。市は、いろいろと財政難

のときに協力してくれたりしました。県民交流

広場もうちは採用して、いろいろと手を加えて

やっており、農水省のふるさと支援事業という

のも活用している。ローカルの博物館かなんか

も作ってくれ、あと何、数ヵ年の計画で、補助

整備ですけども、大勢の人が来てくれ、散策ロ

ードを作ったり、また新たなモニュメントを考

えてくれたりというようなことで、県と市が相

当バックアップしてくれています。 

横山氏：地域の人がこうやって参加して、自分た

ちで参加して作ったり、考えたり、活動したり、

一角担うと、みんなが笑顔になれ、元気になっ

ていって、そうやって人に伝わっている。 

横山氏：活動してらっしゃる方は、すごくその町

の宝を分かって磨こうとされているんですけ

ど、地域の人、全然関心がないっていうことも、

多々あります。どうやって関心を持ってもらっ

ていますか？ 

Ａ：恐竜の化石を見つけて注目を浴びるようにな

って、まちづくりってことを考えたときに、一

番ネックになったのは、自治会の体制がうまく

起動するようになっていかなかったこと。とこ

ろが、今までずっと田舎に住んでおった人たち

は、なかに、そこにメスを入れる勇気がないと

いうのか、入れられない部分。だけども私は外

から帰って来たから、こんな体制ではものが動

かないよと言い、それなりの成果が出てきたら、

あまり何も言わなくなってきた。ただ、5年間

やってきたなかで、まちづくりのほうのメンバ

ーが全然変わらず、ほかの住民たちは冷やかに

見ている。後継者作りは非常に難しい問題と思

う。 

Ａ：菊炭では、親と子ども両方セットして集めて、

見学会をやっています。それともう 1 つは、

今の30代、50代、これ現役で非常に忙しい

ので、なかなか参加できません。そういう人た

ちにはどうするかっていうのは、我々も悩みで

すけど、しかしPRはしなくちゃいかんという

ことで、PRを、都度、皆さんに、お送りして

いるということはやっています。 

横山氏：高度経済成長期に子どもだった30代か

ら50代以下の人たちって、体験、何にもして

ないですよ。 

Ａ：森にも行っていない。だから、その人たちが

一番熱心ですよね。森の体験とか川の体験をす

るとき、一番熱心で、一番面白がる。一方で、

最近、実はそんなに忙しくなくて、心が不安に

なるぐらい仕事がないっていう方のほうがす

ごく多くなっている。そんななかで、こういう

巻き込みがあってみたいなところはある意味

大事。 

Ａ：私たちが非常に大事だと思うことは、私たち

内部から発信していくというのも非常に大切

ですが、外部から内部に向っての効果っていう

のが、非常にある。たとえば、我々は、住んで

いる場所が非常に大事なんです。1億年前のも

のを見たり体験できたりする場所だというこ

とで、たくさん人が、北海道からも来ます。九

州からも、化石の体験とかいうて来ます。そう

いう人たちが大勢来るということによって、そ

れからまた学校が、教科のなかで、課外活動で

来てくれるんです。年間5,500人から6,000

人来てくれます。化石の体験。そんなかで、立

派な化石を見つけて帰る人もおります。そうい

う人たちが来るということによって、今まであ

んまり関心のなかった地元の教育委員会も地

元の小学生も、去年から毎年、来てくれる。 

Ｑ：化石は持って帰れるんですか？ 

Ａ：持って帰れないんです。来てくれた人には、

これは見つけた人の名前と住所全部書いて、ケ

ースに入れて、地元で作った手作りの展示施設

に飾ってるんです。 

横山氏：500 万の事業にする、いろんな人巻き

込んだ、恐竜焼きも含めて、仕掛けていき、成

功させている。どういうふうにされたのか。 

Ａ：それは、物品の売上、それから体験すること

による収入です。そのなかにはたとえば、近く

に広い公園があるんです。キャンプにも町から

も来てくれます。その管理は今まで市が管理し

てくれたが、それを全部、管理委託も全部私ど

もが、このグループが受けました。私たちが、

時間を持て余してる地元の高齢者に、働きたい

人に、管理委託しています。 

Ｑ：活動主体の話で、石山観光協会は、観光協会

がここまでやられるというのも珍しい。 

Ａ：観光協会のそのなかで、新しく近江しじみ貝

塚研究会という組織を、地域の皆さんと巻き込

みのために作り上げたんです。たぶん観光協会

がやるのは楽なんです。だけどそうではなく、

お金もなにもない状態で、地域の状態と皆さん

と巻き込んだ状態で、やろうという発想です。




